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市
民
の
御
協
力
て
堅
実
会
歩
み

ー
こ
う
を
っ
て
い
る
市
の
台
所
ー

昭和32年 10月

ψ初偽必グ倣仇~

{
日
市
財
政
の
実
情
を
よ
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
た

き
、
併
せ
て
絶
大
な
御
協
力
を
願
う
た
め
、
こ
の
た
び
昭
和
三

十
一
年
度
決
算
見
込
み
を
中
心
に
昭
和
三
十
二
年
度
予
算
に
つ

い
て
の
財
政
事
情
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
で
す
。

W~島必が吻偽必修

昭

和

三

十

年

度

報

一
般
会
計
決
算
見
込
み
の
状
況

昭
和
三
十
一

年
度
予
算
は
、

年
度
途
中
に
お

い
て
未
曽
有
の

大
火
災
に
遇
い

税
収
そ
の
他
の

収
入
が
減
少
し

他
方
、
災
害
応

急
や
復
興
に
関

す
る
需
要
額
は

急
増
し
、
市
財

政
は
窮
地
に
追

い
こ
ま
れ
、
一

時
財
政
の
運
営
に
支
障
を
き
た

し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
政
府

及
び
県
の
あ
た
た
か
い
同
情
と

援
助
を
受
け
、
加
う
る
に
市
民

各
位
の
絶
大
な
御
協
力
と
、
経

済
事
情
の
好
転
に
よ
り
、
市
財

政
状
態
は
赤
字
を
克
服
し
、
辛

う
じ
て
建
全
財
政
を
維
持
し
得

た
こ
と
に
つ
い
て
は
感
謝
に
た

え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

消
費
的
経
費
は
、
災
害
の
た

め
や
や
増
嵩
し
て
お
り
ま
す
が

1
/
-
物
件
費
等
は
極
力
圧
縮
節
約
し

日
間
一
た
の
で
あ
り
ま
す
。

刑
腕

一

投
資
的
経
費
は
災
害
復
興
に

1
1
瓶

一
必
要
な
第
一
年
度
の
所
要
経
費

向
調
一
は
も
ち
ろ
ん
、
平
年
度
に
お
け

m
md

一
る
普
通
建
設
事
業
費
も
充
分
投

mw一
資
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

一
そ
の
主
な
る
も
の
は
、
火
災

一
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
、
災

一
害
、
一
般
公
営
住
宅
建
設
事
業

一
小
学
校
建
築
事
業
、
漁
港
修
築

一
事
業
、
過
年
度
災
害
農
林
土
木

〉
一
復
旧
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事

け
一

業
、
都
市
計
画
街
路
事
業
、
失

一
業
対
策
事
業
等
で
あ
り
ま
す
。

広市津魚

歳
入
歳
出
差
引
に
お
い
て
八

百
十
四
万
円
余
の
剰
余
金
を
見

込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
に

は
一
部
事
業
繰
越
等
の
た
め
、

昭
和
三
十
二
年
度
へ
繰
越
さ
れ

ば
な
ら
な
い
必
要
財
源
は
七
百

八
十
二
万
円
余
で
純
剰
余
金
は

三
十
万
円
余
り
見
込
ま
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

か
よ
う
に
昭
和
三
十
一
年
度

一
般
会
計
は
辛
う
じ
て
財
政
収

支
の
均
衝
を
保
持
し
、
わ
ず
か

な
が
ら
も
剰
余
金
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
る
見
透
し
を
得
た

の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
昭
和
三
十
一
年
度
決
算

見
込
み
の
図
蓄
は
左
表
の
通
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

魚津市友道

中部印刷株式会社

財
産
、園田園圃.

起

債

及

び

時
借
入
金
の
概
況

。
財
産
の
状
況

ま
ず
保
有
財
産
の
状
況
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
0

0
現
金
及
び
有
価
証
券

九
五
九
、
三
三
七
円

(
電
信
電
話
公
債
外
十
一
件
) 。

建

一
四
、

O
二
九
坪

田
方
町
公
営
住
宅
ほ
か
十
九

件
(
住
宅
建
物
)
一
、
七
七
三
坪

下
中
島
巡
査
駐
在
所
建
物
ほ

か
二
十
二
件
(
そ
の
他
の
公

共
用
建
物
)
て
二
六
八
坪

。
土
地
一
、

六
一
一
、
三
六
坪

宅
地
、
回
等五
一
、
五
八
四
坪

山
林
、
原
野
一
一
一
、

O
五
二
坪

。
起
債
の
あ
ら
ま
し

市
発
足
以
来
、
七
、
一
水
害

の
農
林
、
土
木
復
旧
事
業
、
小

学
校
建
築
事
業
、
住
宅
建
築
事

業
、
漁
港
修
築
事
業
、
消
防
施

設
整
備
事
業
、
道
路
建
設
事
業

上
水
道
建
設
事
業
、
簡
易
水
道

建
設
事
業
等
の
た
め
借
入
れ
た

起
債
の
昭
和
三
十
一
年
度
末
現

在
の
未
償
還
金
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
、
昭
和
三
十
一
年
度
元

利
償
還
金
は
二
千
二

百
九
十
一

万
円
余
り
で
あ
り
ま
す
。

今
後
こ
の
償
還
元
利
金
は

遂
次
増
嵩
す
る
の
で
あ
り
ま

す。
一
般
会
計
市
債
未
償
還
元
金

現
在
額
(
昭
和
三
十
一
年

Jえ出見込額 4Z4.8$，5千月

J手
λぇ
4・
同

昭

和

三

十

二

年

度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

昭
和
三
十
二
年
度
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て
は
、
当
初
議
決
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に
な
っ
た
予
算
額
と
こ
れ
に
関

す
る
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
は

物

一
八
、
四
九
四
坪

市
庁
舎
ほ
か
二
十
七
件
(
公

用
建
物
)
一
、
四
二
四
坪

大
町
小
学
校
ほ
か
二
十
九
件

(
教
育
用
建
物
)

本
年
四
月
一
日
発
行
の
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
追
加
更
正
に
よ
る
現
在
の

予
算
額
は
下
表
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

予
算
収
支
の
あ
ら
ま
し

地
方
財
政
制
度
の
改
革
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
の
歳
入
構
成

の
是
正
、
必
要
行
政
水
準
の
確

保
、
財
政
の
建
全
化
を
企
図
さ

れ
、
市
の
予
算
も
こ
の
基
準
方

針
に
し
た
が
い
、
予
算
を
編
成

し
財
政
の
運
営
を
図
っ

て
お
り

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
歳
入
に
お
い

て
は
、
市
税
の
一
部
滞
納
を
み

て
お
り
、
そ
の
収
入
は
や
や
順

調
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
年
度
当
初

計
画
し
た
事
業
は
年
度
内
に
完

全
実
施
を
め
ざ
し
進
渉
に
つ
と

め
て
お
り
ま
す
。

経
常
的
物
件
費
は
節
約
に
つ

と
め
、
効
率
的
な
経
営
支
出
を

念
頭
に
お
い
て
執
行
し
て
お
り

ま
す
が
、
昭
和
三
十
二
年
度
に

は
火
災
復
興
を
始
め
と
し
、
住

民
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
事
業

が
山
積
み
し
て
い
て
、
市
財
政

の
運
営
は
昭
和
三
十
一
年
度
そ

れ
に
比
べ
て
逼
迫
の
度
を
増
し

一
歩
あ
や
ま
れ
ば
赤
字
の
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
皆
さ
ん
の
市
税
完
納

如
何
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
危
険

性
は
解
消
し
、
円
滑
な
行
財
政

の
運
営
を
期
待
し
得
る
の
で
あ

り
ま
す
。
各
位
の
御
協
力
を
お

願
い
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

市

税

負

担

市
税
に
つ
い
て
は
市
民
の
負

担
軽
減
に
留
意
し
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
の
大
火
の
た
め
固
定

資
産
税
に
幾
分
税
率
を
引
上
げ

を
行
い
、
擢
災
者
以
外
の
方
々

に
は
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
も
火
災
復
興

に
よ
る
市
勢
伸
展
の
た
め
御
協

力
を
御
願
い
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
市
税
の
負
担
均
衡
化
、
合
理

。
一
時
借
入
金
の
状
況

昭
和
三
十
二
年
度
一
般
会
計

歳
入
の
収
納
時
期
と
、
歳
出
の

支
払
時
期
の
関
係
に
よ
り
時
期

的
に
支
払
資
金
を
必
要
と
す
る

の
で
支
払
資
金
と
し
て
八
月
末

現
在
で
ニ
千
五
百
万
円
の
一
時

借
入
金
を
な
し
運
特
し
て
お
り

ま
す
。も
っ
と
も
こ
の
借
入
金
は
年

度
内
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
で
あ
り
、
起
債
と
は
全

然
そ
の
性
質
が
異
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

の

状

況

化
に
つ
い
て
鋭
意
工
夫
を
こ
ら

し
、
税
行
政
の
適
正
を
は
か
り

市
民
の
福
祉
増
進
に
必
要
な
事

業
に
は
大
い
に
投
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

市
税
の
一
人
当
り

負
担
状
況

三、

O
五
五
円
(
昭
和
三
十
一

年
度
決
算
見
込
み
に
よ
る
)

二
、
九
七
五
円
(
昭
和
三
十
二

年
度
八
月
末
予
算
に
よ
る
)

度
未
)

ニ
九
七
、
ニ

O
一一、

0
0
0円

上
水
道

一
四
七
、

0
00
、

0
0
0円

新ロ税率二懲草令制矛算

手i 目 |予 算額|調定済額|収入済額|科 目 |予算額|支出済額

市 税 145.612 i57.284 55.246 議 4z2zh : 費 5.030 2.094 

地方交付税 36.800 23.57i 23.577 市役所費 <16.774 17.687 

財公営産企業収及び入 76 27 27 消 防 費 22.082 ;}.380 

分負担金担及金び 3，989 988 987 土 木 費 154.373 29.035 

使手用料数及び料 12.581 4.670 3.202 教 育a 費， ]56.005 16.392 

国庫支出金 211.807 58.ち73 ~3 .654 社施会及設び労働費 172.110 58.677 

県支出金 7.4-41 ]20 J20 保健衛生費 2.703 ωl 
寄 附 金 6.846 6.94.8 6.151 産 業 経済費 26.378 4.482 

繰 越 金 7.499 8'~~~ 1 8.]45 財 産 費 5.835 4.479 

雑 収 入 19.243 11.380 3.365 地方振興費 580 173 

市 {責 201.869 ]8.100 ]8.]00 統計調 査 費 216 3 

選 挙 費 239 :18 

o 、 {責 費 35.156 ]3. ~ 05 

諸支出金 25.282 4.470 

予 備 費

歳入合計 653.763 289.612 152.574. 歳出合計 653.7631 154.636 

昭和32年度一般会計牧支状況

あ

と

が

き

一

は

な

お

一

層
御
協
力
を
願
っ
て

以
上
市
財
政
の
事
情
の
大
要
一
建
全
財
政
を
持
続
し
、
よ
り
ょ

を
説
明
致
し
ま
し
た
が
、
市
民
一
い
市
勢
の
伸
展
が
期
せ
ら
れ
る

の
皆
様
に
は
充
分
御
理
解
い
た
一
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

だ
き
、
市
税
の
納
入
に
つ
い
て
一

単位千円〉〈昭32，8末現在

災

壁宝
1=1 

復

旧

融

資

取
扱
期
聞
が
旬
月
末
に
延
期

中
小
企
業
金
融
公
庫
よ
り
融

一
代
理
業
務
は
次
の
銀
行
で
取
扱

資
に
な
る
再
建
資
金
に
つ
い
て

一
っ
て
お
り
ま
す
。

融
資
取
扱
期
限
が
昭
和
三
十
二

一七

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
期

7
陸
銀
行
魚
津
支
后
(
大
町

に
な
り
ま
し
た
か
ら
、
融
資
希

玉

山
相
互
銀
行
魚
雲
居
(
東
小
路
)

望
の
方
は
市
内
代
理
屈
へ
申
込

一富
山
産
業
銀
行
魚
塗
叉
底
(
文
化
町
)

み
下
さ
い
。

一
新
川
信
用
金
庫
(
真
成
寺
)

な
お
中
小
企
業
金
融
公
庫
の

一
加
洲
相
互
銀
行
魚
豊
文
庖
(
h
q
)

0
0
二
号
線
。

二
三
一
、

0
0
0円

旭
工
業
組

市
政
日
誌

工
事
だ
よ
り

(
工
事
名
、
請
負
金
額
、

請
負
者
の
順
)

。
一
号
の
四
水
路
築
造
工
事

五

O
五、

0
0
0円

富
越
建
設
株
式
会
社

。
一

号
の
五

。

六
八

O
、
0
0
0円

株
式
会
社
長
田
組

〈
〉
補
助
街
路
三
号
線
の
一

、.四

号
線
の
二
築
造
工
事

九
八

O
、
0
0
0円

株
式
会
社
浦
田
組

。
補
助
街
路
八
号
線
。

て

六

五

O
、

0
0
0円

藤
森
組

。
。
十
六
号
線
。

て

五

七

O
、

0
0
0円

関
口
組

〈V
O
十
七
号
線
・ノ
一
。

一
七
九
、

0
0
0円

旭
工
業
組

九
月
三
日
か
ら
七
固
ま
で

九
月
三
日
(
火
)

寺
院
墓
地
委
員
会
開
催

。
五
日
(
木
)

国
道
八
号
線
用
地
関
係
地
主

黒
部
建
設
工
事
事
務
所
長
等

と
の
懇
談
会

。
六
日
(
金
)

総
務
、
建
設
合
同
蚕
員
会

原
水
爆
禁
止
協
議
会
結
成
大
会

グ
七
日
(
土
)

富
山
県
共
済
組
合
主
催
の
市

町
村
球
技
大
会

根
本
建
設
大
臣
来
市

陸
上
自
衛
隊
第
一
管
区
音
楽

隊
来
市



鵬=一一===一一申
告
は
す
み
ま
し
に
か
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川
一==============三一一一
基
本
選
挙
人
名
簿
=一三====
一
川

( 2 ) 

も
れ
る
と
投
票
は
で
き
ま
せ
ん

l昭和27q:9月13日)
第三種郵便物認可

明
る
い
政
治
は
正
し
い
選
挙

か
ら
生
れ
ま
す
。
こ
と
し
も
公

職
選
挙
法
の
規
定
に
よ
っ
て
選

挙
人
名
簿
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
、

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
昭
和

三
十
二

年
十
二
月
二
十
日
か
ら

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
九
日

ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
る
選
挙
に

使
用
さ
れ
る
基
本
選
挙
人
名
簿

で
す
o
'

皆
さ
ん
が
市
長
、
市
議
会
議

員
あ
る
い
は
、
県
知
事
、
県
議

会
議
員
ま
た
は
、

国
会
議
員
の

選
挙
、
そ
の
他
最
高
裁
判
所
裁

判
官
国
民
審
査
な
ど
で
選
挙
を

行
う
に
は
、
必
ら
ず
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

こ
れ
等
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
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